
はじめに

少子高齢化や疾病構造の変化を受けて，在宅看護論が

基礎看護教育に新しい看護の領域として位置づけられて

１５年が経過している．平成２１年度の保健師助産師看護師

学校養成所指定規則改正では，在宅看護は統合分野に位

置づけられ，在宅看護論実習では専門領域での学習が統

合され，地域で生活する療養者への継続した看護を提供

できる役割や，終末期における看取りに向けての教育内

容が求められている．

このような教育内容を展開するうえで，臨地実習は，

学生が講義や自己学習では得ることのできない，個別の

状況に応じた看護技術や態度を学び，自己の看護観を形

成できる重要な場である．臨地実習で役割モデルとなる

実習指導者は，看護実践の手本・見本となる，学生が主

体的に実習できるよう支援する，理論（知識・技術）を

実践と統合できるように指導する１）などの役割が認識さ

れており，実習場面における指導者の役割は大きい．

そこで，本研究では，今後の実習指導に生かすために，

学生指導に携わっている訪問看護師を対象に質問紙調査

を実施し，実習指導の現状と訪問看護師の実習指導につ

いての意識を知ることを目的とした．
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要 旨 本研究は，訪問看護師への質問紙調査から，看護学生に対する訪問看護師の実習指導の現状と

実習指導についての意識を知ることを目的に実施した．対象は，A県で在宅看護実習を受け入れてい

る訪問看護ステーションの訪問看護師１９８名であった．質問は，実習指導の現状（２０項目）と実習指導

の意識（１０項目）に，「当てはまる（５点）」から「全く当てはまらない（１点）」の５段階で回答を求

めた．その結果，実習指導の現状では「学生の利用者や家族への理解が深まるように情報を提供してい

る」「学生が連携について理解が深まるように助言している」「学生に指導するときは言葉や伝え方に配

慮している」の３項目が４．４０と高かった．実習指導についての意識では，「指導することを通して自分

の成長につながる」「指導することで学びなおす機会となる」の２項目が４．１７と高かった．また，実習

指導の際に心がけていることや信念への自由記載から，【対象全体を捉えやすくする】【思いや基本を伝

える】【対象の尊重と支援の方法を伝える】【共に学ぶ存在として学生をとらえる】の４カテゴリが抽出

された．以上のことから，訪問看護師は学生に対して，マニュアルに頼らず，利用者や連携についての

情報提供や助言をしており，個々に合わせた指導をしている現状がわかった．また，訪問看護師は学生

が緊張しないように，言葉や伝え方に配慮をして学生に関わっていることが明らかになった．訪問看護

師経験の長い者の方が，実習指導を，自分自身の学び直す機会や自分の成長につながる経験であると捉

えており，実習指導についての意義を見いだしていると思われた．また，雇用形態によって，実習要項

の確認や記録への助言，反省会への参加などに差があり，訪問看護師間における情報伝達や指導方法に

ついての工夫が必要である．
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方 法

１．対象者

研究の対象者は，A県で在宅看護論実習を受け入れ

ている訪問看護ステーションの訪問看護師１９８名であっ

た．

対象者選定は，A県で看護師養成をしている大学・

専門学校・高校５年課程の，在宅看護論実習の受け入れ

先となっている訪問看護ステーション３４ヵ所に勤務して

いる訪問看護師とした．質問紙送付の際には，介護サー

ビス情報公開システムを用いて勤務している訪問看護師

の人数を確認した．

２．調査方法

調査期間は平成２４年６月～８月であった．訪問看護ス

テーション３４ヵ所に勤務する訪問看護師に対する自作の

調査用紙を，施設管理者宛てに送付した．質問紙の内容

は，実習指導への取り組みについて２０項目，実習指導に

ついての意識の１０項目である．各項目について「当ては

まる」から「全く当てはまらない」の５段階で回答を求

めた．また，自由記載の項目を設けた．

３．分析方法

調査項目の回答選択肢の「当てはまる」に５点，「や

や当てはまる」４点，「どちらともいえない」３点，「あ

まり当てはまらない」２点，「全く当てはまらない」１

点と点数化し，各項目の平均値及び標準偏差を算出した．

訪問看護師経験年数の平均値が８．２６年であったことから

８年未満と８年以上に区分し，また，雇用形態と実習指

導者講習会の受講希望の有無において点数の比較を行っ

た．Mann-Whitneyの U検定を用いて有意差を確認し

た．有意水準は５％未満とし，分析には SPSSver．１９を

使用した．

自由記載に関しては，実習担当教員間で検討を重ね，

「実習指導の際に心がけていることや信念」については

類似する内容をカテゴリ化し，ネーミングを行った．ま

た「実習指導の際に言葉や伝え方で配慮している点」に

ついては，記述内容の表現を尊重し類似項目に分類した．

４．倫理的配慮

徳島大学臨床研究倫理審査委員会の承認（受付番号

１４０５）を得た後，調査対象施設の管理者宛てと訪問看護

師個人に対して，本調査の趣旨とデータ管理や個人情報

の保護について記載した説明文を送付した．返信用封筒

は，個人毎に直接返送できるように準備した．

結 果

３４ヵ所の訪問看護ステーションに登録されている，１９８

名の訪問看護師に調査用紙を送付し，６０名から回答を得

た（回収率３０．３％）．

１．対象者の概要

対象者の概要は表１に示す．職種は看護師５４名

（９０．０％），准看護師６名（１０．０％）であり，年齢は３０

歳代１０名（１６．６％），４０歳代２２名（３６．７％），５０歳代２２名

（３６．７％），６０歳代以上６名（１０．０％）であった．

表１ 対象の概要

職種 看護師
准看護師

５４（９０．０）
６（１０．０）

年代 ３０歳代
４０歳代
５０歳代
６０歳代以上

１０（１６．６）
２２（３６．７）
２２（３６．７）
６（１０．０）

看護師経験年数 １０年未満
１０年以上２０年未満
２０年以上３０年未満
３０年以上
記載無

３（５．０）
１９（３１．７）
２１（３５．０）
１４（２３．３）
３（５．０）

訪問看護師経験年数 １年以上４年未満
４年以上８年未満
８年以上１２年未満
１２年以上１６年未満
１６年以上１８年未満
２７年
記載無

１５（２５．０）
１５（２５．０）
１０（１６．６）
１３（２１．７）
４（６．７）
１（１．７）
２（３．３）

雇用形態 常勤
非常勤
記載無

４５（７５．０）
１４（２３．３）
１（１．７）

併せ持つ資格
（複数回答）

介護支援専門員
精神保健福祉士
保健師
助産師
養護教諭
管理栄養士
言語聴覚士
救急救命士
認知症ケア専門士
がん性疼痛認定看護師

２６
２
１
１
１
１
１
１
１
１

実習指導者講習会 受講済
未受講

１（１．７）
５９（９８．３）

受講希望有
受講希望無

３０
２９

N＝６０（%）
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雇用形態は常勤４５名（７５．０％），非常勤１４名（２３．３％）

であった．訪問看護師としての平均勤務年数は８．２６年

（SD＝５．４９）で，８年未満３０名（５０．０％），８年以上２８

名（４６．７％），無記入２名であった．介護支援専門員の

資格を持つものは２６名，精神保健福祉士２名，保健師，

助産師，養護教諭，管理栄養士，言語聴覚士，救急救命

士，認知症ケア専門士，がん性疼痛認定看護師が各１名

であった（複数回答）．

また，実習指導者講習会受講経験のある者は１名

（１．６％）であり，未受講者５９名のうち，今後受講を希

望しているものは３０名（５０．０％）であった．

２．訪問看護ステーション実習指導者の指導の現状につ

いて

１）実習指導の現状（表２）

平均値が最も高い項目は，「学生の利用者や家族への

理解が深まるように情報を提供している」「学生が連携

について理解が深まるように助言している」「学生に指

導するときは言葉や伝え方に配慮している」の３項目の

４．４０であった．また低い項目は「実習指導マニュアルを

活用している」の２．７０であった．

訪問看護師の経験年数８年未満と，８年以上で比較す

ると「学生の実習目標や学びたいことを指導に生かして

いる」「学生指導について教員に相談したいと感じるこ

とがある」の２つの項目で両群の間に有意差（P＜０．０５）

がみられた．

訪問看護師の雇用形態での比較では「実習前に実習要

項に目を通している」「学生の日々の記録に目を通して

いる」「記録に助言している」「事前学習を指導に生かし

ている」「最終日の反省会にはできるだけ参加している」

「学生の良い点について教員に伝えたことがある」の６

項目に有意差（P＜０．０１）がみられた．

実習指導者講習会受講希望の有無の比較では，有意な

差はみられなかった．

表２ 訪問看護師のとらえた実習指導の現状と意識

訪問看護師経験年数 雇用形態 講習会受講希望

８年未満 ８年以上 常勤 非常勤 希望する希望しない

n＝３０ n＝２８ n＝４５ n＝１４ n＝３０ n＝２９
平均値 標準偏差 平均値 平均値 有意確率 平均値 平均値 有意確率 平均値 平均値 有意確率

実習指導の現状
１施設内では実習指導の担当者を決めている ３．５５ １．４４ ３．５７ ３．５４ ３．７２ ２．７９ ３．６４ ３．４６

２施設内では実習指導に関して情報の交換をしている ４．２１ ０．９６ ４．３７ ４．０４ ４．１４ ４．２９ ４．１０ ４．２１

３施設内では実習指導マニュアルを整備している ２．８６ １．２５ ２．８３ ２．８９ ２．８４ ２．７１ ２．６９ ３．０８

４実習指導マニュアルを活用している ２．７０ １．３０ ２．６３ ２．７８ ２．６８ ２．５７ ２．５２ ３．００

５実習前に実習要項に目を通している ３．９５ １．１７ ３．８７ ４．０４ ４．１６ ３．０７ ＊＊ ３．９０ ４．０８

６学生が利用者に援助できる看護技術の範囲を理解している ３．８８ ０．９０ ３．８０ ３．９６ ３．９６ ３．５０ ３．９０ ３．７５

７学生の利用者や家族への理解が深まるように情報を提供している ４．４０ ０．６５ ４．３０ ４．５０ ４．３８ ４．２１ ４．３０ ４．４６

８学生が連携について理解が深まるように助言している ４．４０ ０．５６ ４．３３ ４．４６ ４．４２ ４．１４ ４．３０ ４．５０

９学生が在宅看護の制度に目を向けられるような問いかけをしている ４．１２ ０．６５ ４．０３ ４．２１ ４．２０ ３．８６ ４．０７ ４．２１

１０学生が倫理的側面に気づくことができるような問いかけをしている ３．９７ ０．７３ ３．９０ ４．０４ ４．０４ ３．６４ ３．９０ ４．０４

１１学生に指導するときは言葉や伝え方に配慮している ４．４０ ０．５６ ４．３０ ４．５０ ４．４０ ３．６４ ４．３３ ４．５４

１２学生の日々の記録に目を通している ３．９３ １．１５ ３．９３ ３．９３ ４．２２ ２．９３ ＊＊ ４．１０ ３．９６

１３学生の日々の記録に助言をしている ３．７２ １．２４ ３．６３ ３．８２ ４．０２ ２．５７ ＊＊ ３．８７ ３．７１

１４学生の事前学習を指導に生かしている ３．５０ １．１０ ３．４３ ３．５７ ３．６７ ２．７１ ＊＊ ３．５３ ３．４６

１５学生の実習目標や学びたいことを指導に生かしている ４．１０ ０．８５ ３．８３ ４．３９ ＊ ４．２０ ３．７１ ４．１０ ４．２１

１６施設での最終日の反省会にはできるだけ参加している ３．６８ １．５１ ３．６３ ３．７４ ４．０９ ２．４３ ＊＊ ３．８３ ３．５４

１７学生指導について教員に相談したいと感じることがある ３．６１ １．００ ３．２４ ４．００ ＊ ３．６９ ３．２３ ３．６０ ３．６１

１８学生指導の問題点を教員に相談したことがある ３．１４ １．４０ ２．８７ ３．４３ ３．３６ ３．２３ ３．３０ ３．０４

１９学生の良い点について教員に伝えたことがある ３．５９ １．３６ ３．４３ ３．７５ ４．０２ ２．００ ＊＊ ３．７０ ３．４６

２０教員は１クール２回以上は臨地に学生指導に来て欲しい ３．１６ ０．９５ ２．９３ ３．３９ ３．１３ ３．４３ ３．３０ ３．２１

実習指導についての意識
１学生を指導することは楽しい ３．２４ ０．９２ ３．１３ ３．４１ ３．３３ ３．０８ ３．４０ ２．９１ ＊
２指導することを通して自分の成長につながる ４．１７ ０．８０ ３．９３ ４．４１ ＊ ４．１６ ４．２１ ４．２４ ４．１３
３指導することで学びなおす機会となる ４．１７ ０．８１ ３．８６ ４．４６ ＊＊ ４．１６ ４．１５ ４．２０ ４．１７
４学生が訪問することで利用者に良い影響があると思う ３．７２ ０．９０ ３．６３ ３．８９ ３．６４ ３．８６ ３．７０ ３．７１
５看護教育についての関心が高くなった ３．４７ ０．８７ ３．３７ ３．６４ ３．５３ ３．４３ ３．５７ ３．３８
６後輩を育てることにやりがいを感じる ３．５２ ０．８３ ３．３０ ３．７５ ＊ ３．４９ ３．５７ ３．７０ ３．２１ ＊
７学生を指導することは苦痛である ２．８８ ０．９３ ２．８７ ２．８９ ２．８９ ３．００ ３．００ ２．９１
８学生を指導することは緊張する ３．１５ １．１５ ３．１０ ３．２１ ２．９３ ３．７９ ＊ ３．３０ ３．００
９学生実習を受け入れると忙しい ４．１０ ０．９３ ３．９３ ４．２５ ４．０７ ４．１４ ３．９７ ４．３８
１０自分の指導方法が不安である ３．６８ ０．９２ ３．６３ ３．７４ ３．５７ ４．１４ ＊ ３．７９ ３．６７
Mann-Whitney の U検定 ＊ P＜０．０５ ＊＊P＜０．０１
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２）実習指導についての意識（表２）

平均値が最も高い項目は，「指導することを通して自

分の成長につながる」「指導することで学びなおす機会

となる」の２項目の４．１７であった．また低い項目は「学

生を指導することは苦痛である」の２．８８であった．

訪問看護師の経験年数８年未満と，８年以上で比較した

結果，「指導することで自分の成長につながる」（P＜０．０５），

「後輩を育てることにやりがいを感じる」（P＜０．０５）

および「指導することで学びなおす機会となる」（P＜

０．０１）の３つの項目において両群間に有意差がみられた．

雇用形態による比較では，「学生を指導することは緊

張する」「自分の指導方法が不安である」の２項目にお

いて両群間に有意差（P＜０．０５）がみられた．雇用形態

別に訪問看護師経験年数をみると，常勤の訪問看護師経

験年数は８．０２年，非常勤では８．５４年であった．

実習指導者講習会受講希望の有無の比較では，「学生

に指導をすることは楽しい」「後輩を育てることにやり

がいを感じる」の２項目において両群間に有意差（P＜

０．０５）がみられた．

３．実習指導において心がけていることや配慮について

１）心がけていることや信念（表３）

実習指導の際に心がけていることや信念について，自

由記載で記述を求め３５名から回答を得た．意味内容に

よって４２文節に分けることができた．【対象全体を捉え

やすくする】【思いや基本を伝える】【対象の尊重と支援

の方法を伝える】【共に学ぶ存在として学生をとらえる】

の４カテゴリが抽出された．

表３ 実習指導の際に心がけていることや信念

カテゴリ サブカテゴリ 記述内容

対象全体を捉えやすくする 雰囲気作り 程良い緊張感をもちつつ，思いが表出できるような雰囲気を作る
緊張しないような声掛けをする
仕事は楽しく，少しの関わりの人にも楽しい出会いだった，面白い人だったと思い出してもらえるよう
にしている
優しい気持ちで向き合う
質問はうやむやにせず必ず答える
コミュニケーションを大切に

興味や理解を深める 在宅看護に興味を持てるように指導
在宅看護の楽しさを伝えている
看護師を選んで良かったと思ってもらえるように指導
家族の理解や他職種との連携の重要さを伝える

全体の捉え方 全人的なアプローチの大切さを指導
人との関わり，患者・家族の生きる力をわかってもらう
生活背景やサービスが必要な理由を考えてもらう
その人らしさを大切に，患者を理解してもらえるよう指導
在宅生活を感じて，訪問しない時のことも想像してもらいたい

思いや基本を伝える 訪問看護への思い 在宅が好きなので学生に知ってもらいたい
訪問看護を好きになってもらいたい
訪問看護を尊い仕事であると考えている
利用者とのかかわりを楽しむ

看護師としての心構え 初心忘れるべからず
基本は思いやりである
訪問看護師として健康を保つための考え方
心身共に安定して日常を過ごす

対象の尊重と支援の方法を伝える 在宅看護の特徴 訪問看護は契約で成り立つ
在宅看護の素晴らしさや特徴を必ず伝える
病院と違う機器や物品に頼らない看護であること
細かいことではなく在宅療養を大きく理解してもらえるように

対象者を尊重 家族の介護に間違いが有っても一度は受け入れ，考えを尊重する
利用者を尊重する
利用者の心に寄り添う
学ばせてもらう姿勢を持ち尊厳を傷つけない
精神科疾患に偏見を持たないように留意する

対象者への支援方法 健康管理をすることで自己治癒力がアップすることを知ってもらう
利用者さんのストレングスを伸ばす
家族や本人が人生を楽しいと感じられるよう支援する

共に学ぶ存在として学生をとらえる 学生への思い 心に残ることが１つでもあり，今後の人生に役立ってほしい
学生の成長を見守り共に成長していきたい
次世代を担う人材である
講義で習ったことが現場でどのようにつながっているかを学んでもらう
基本を押さえ，自ら学ぼうとする態度で学習して欲しい

指導に対する姿勢 自分の看護を見直す機会と思う
看護とは『生きた身体と，生きた心と身体とが一体となって表現された感情とに働きかけるのである』

N＝３５
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２）指導の際に配慮している点（表４）

実習指導の際に言葉や伝え方で配慮している点を，自

由記載で記述を求め４５名から回答を得た．

記載内容が２項目に及ぶものは文節に分け，記述内容

は４７文節となった．〈言葉使いやコミュニケーション〉

〈伝え方や指導方法〉〈指導内容〉〈その他〉の４項目に

分類された．

考 察

１．実習の受け入れ体制の現状

訪問看護ステーション事業所１件当たりの常勤換算訪

問看護師員数は４．６人２）であり，比較的小規模な事業所が

多い．そのため実習指導者は，日常の訪問業務に加えて

学生実習指導を兼務しているのが現状である．マニュア

ル整備と活用に関する項目の値が低かったことから，実

表４ 実習指導の際に言葉や伝え方で配慮している点

分 類 記述内容

言葉使いやコミュニケーション（２３） 分かりやすく伝える（９）
ストレートに言う
医療用語の理解度，敬語，利用者への話し方，接し方
丁寧に問いかける様に指導すること
相手の方に不快を感じさせないように
学生が緊張し過ぎないように
コミュニケーションの大切さ
ていねいに話す
一方的にならないよう，学生が発言しやすいような言葉かけ
訪問看護に興味を持ってもらえるよう話す
専門職に就こうとしているため専門用語を用いている
きつい言葉にならないように
先入観を与えない様な表現を心がけている
明るく質問しやすい空気を作れたらと思っている
訪問看護の魅力ややりがい，自己研鑽の必要性が伝わるように，人間愛に目覚めて欲しいという
願いを込めて接するよう心がけている

伝え方や指導方法（１５） ケア前は必ず今から何をするか伝えてから行うように指導している
自分の言葉で感じたことを表現できるよう聴く姿勢を保ちながら伝えること，一方的にならないよう
注意することは避けて，できるだけ自分の取った行動を自分の言葉で発言してもらうように問い
かける
学生自身の考えを引き出す
具体的な例を挙げながら話す方が分かりやすいのではと思うので，心がけている
学生が気づけている点を見つけてほめる（認める），学生の目標や計画を活かしてアドバイスする
はじめはこちらから質問してどの程度理解しているか知る
理由を付けて説明する
できるだけ自分で考えるような質問の仕方をする
質問形にしている
こちらの話を聞いてメモさせるだけでなく，なるべく学生が話せる雰囲気にもっていっている
具体的，自分で考えられる様に
守ってもらう内容は厳しく，利用者家人との関わり手技等は分かりやすくリラックスして
利用者にも聞く
押しつけでないようお互いに考えながら進めることなど
理念と現場活動について，考察できる様に配慮している

指導内容（５） 利用者を尊重してケアすること
利用者に対する態度
理解しやすいように制度等の説明
利用者様の目線で物事を考えられるように
利用者によって家の中の状況も違うことを伝えている

その他（３） あまり気にしていない，学生が友達の様に話してくるのは少し戸惑う
私の思いどおりに伝わっているか分からない
普通にしている

N＝４５
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習指導体制が組織的に整備されていないことも考えられ

る．しかし，そのような中でも，訪問看護師は施設内で

情報交換を行い，家族と利用者・連携についての情報提

供や助言をしており，学生に合わせた指導を実施してい

ると思われた．

教員への相談に関する項目について，訪問看護経験年

数８年以上が高い値であったことは，実習施設で学生の

受け入れ期間が長いことで，教員との関係性が深まって

いることの表れであると考えられる．経験年数の長い看

護師は，より良い学生指導をめざして教員に相談をして

いるとも考えられる．

訪問看護師の雇用形態による差は，実習要項の確認や

記録への助言，事前学習を通した指導や反省会への参加，

学生の良い点を教員に伝えたことがあるという項目にみ

られていた．このことから，実習期間を通して学生の成

長を感じることが難しいという，非常勤看護師の現状が

浮かんでくる．

訪問看護師のワーク・ライフ・バランスについての研

究報告では，訪問看護師に占める常勤者は６４．９％３），ま

た大阪府における平成２４年の調査では，常勤６対非常勤

４という報告４）がされており，本研究の結果では非常勤

者の割合が２５％であったが，全国的には４割近いと考え

られる．勤務時間や日数が多様な訪問看護師間の，実習

指導上の意見交換や引き継ぎがスムーズに実施できるよ

うな情報伝達や，実習指導方法についての工夫が必要で

あると思われる．

２．訪問看護師の実習指導についての意識

訪問看護師は指導の際に，学生に分かりやすく伝え，

明るく質問しやすい雰囲気を作り，環境づくりへの配慮

を心懸け，学生の自発性を伸ばすような意図的な関わり

方をしていた．

全国訪問看護事業協会の報告では，訪問看護師の訪問

の直接業務時間は平均約６３．７分である５）．限られた時間

の中で発問を行い，学生の思考の形成を待つことは現状

では難しいと思われる．しかし，それにもかかわらず，

学生の考えを引き出そうという姿勢には，学生は次世代

を担う人材であると感じ，自身の看護への取り組みや学

生指導を振り返り，共に学ぶ存在として学生を捉えよう

とする思いが込められていると考えられた．

訪問看護師経験８年以上の看護師が，実習指導を学び

直す機会や自分の成長につながる経験であると捉えてお

り，実習指導の経験を積み重ねていく中で，学生とのか

かわりを通して，後輩を育てることへの意義を見いだし

ていると思われた．

訪問看護師としての経験年数に関わらず，学生を受け

入れることは忙しく不安と感じているが，苦痛の点数は

高くない．また，非常勤の訪問看護師は，緊張や指導方

法への不安を感じている一方で，学びなおす機会である，

成長につながる，やりがいを感じる，という点で常勤訪

問看護師との差は無く，実習指導が自分自身の学びや成

長につながっていると感じている．このような，指導者

のやりがいにつながる点を，教員は支持し強化していく

ことが求められているのではないだろうか．

３．在宅看護論実習における課題

�井らの研究では，学生は日常生活技能を意図的に模
倣する機会が少なくなっている６）ことが示され，栗本は

講義前の学生への調査から在宅看護に対するイメージの

描き難さ７）を報告していることからも，学生のレディネ

スや個性に応じたより細かい指導が，今後ますます必要

になってくると思われる．

在宅看護論実習は，訪問看護師が看護業務を兼ねなが

ら学生指導を行っているのが現状である．また，訪問看

護師は単独で療養者宅を訪問することがほとんどであり，

訪問看護師のロールモデル行動を観察する機会は少ない

可能性がある８）といわれている．このことから，学生へ

の実習指導に関しても，ロールモデルとなる先輩訪問看

護師の指導の場面に立ち会う機会が少ないことが考えら

れる．

そのことを補うためには，訪問看護師と教員間で，指

導方法についてより具体的に意見交換を行うことが重要

になってくると思われる．そのことを通して，学生個々

の実習目標に沿った指導方針や，指導者の役割を精選し

ていく必要がある．

また，学生は実習中に同じ療養者への複数訪問が難し

く，少ない訪問の機会を通してそれぞれの生活環境や背

景と価値観や療養への思いや家族関係など，多面的な視

点で療養者の全体像を捉えることが求められる．実習指

導者の役割は，学生が療養者の全体像を捉える視点につ

いて適切に助言し，学習のきっかけを作るという，大き

なものである．そのため，教育課程全体の中での在宅看

護論実習の位置づけや，個々の学生のレディネスを把握

した実習指導を行うためには，実習指導者講習会の受講

者が増えていくことが望ましいと思われる．
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おわりに

在宅看護論実習を，統合分野に位置づけられた実習と

して，講義内容と実習経験を関連させ，より深く在宅看

護について考える場とするために，実習指導の現状と指

導への意識をもとに実習体制を検討していきたい．
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Visiting Nurses’ Awareness of the Current State of Clinical Practicum and Guidance
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Abstract This research aimed to study clinical practicum provided by visiting nurses to nursing students

and awareness of the practicum. The participants were１９８visiting nurses at visiting nurses’ stations in

Prefecture A. They responded to questions on the actual state of clinical practicum（２０items）and on their

awareness of practicum（１０items） by choosing one of the items of a ５-point Likert scale, where ５ was

“Applicable”and１“Not Applicable at All”. Regarding the actual state of practicum, three items received

a high score of４．４０:“Providing information to enhance the students’ understanding of service-users and

users’ families”;“Helping the students improve their understanding of cooperation”: and“Being considerate

of the ways of communication when giving guidance”. Regarding their awareness of practicum, two items

received a high score of４．１７:“Giving guidance leads to my own growth”and“Giving guidance is an

opportunity to relearn”. Further, four categories were extracted from their free descriptions : Easier to

grasp the entirety of care targets ; Communicating thoughts and basics ; Teaching the way to respect and

support care targets ; and Seeing the students as co-learners. The findings indicate that the visiting nurses

tailored their guidance according to the students’ individuality, and did not rely on manuals in providing the

students with advice and information about clients and cooperation. Furthermore, they were considerate

of their words and ways of communication to avoid putting the students under pressure. In addition to

grasping the the real significance of a practicum, those experienced visiting nurses tended to consider

practicum as an opportunity to relearn, and improve themselves. There were differences between visiting

nurses with regard to their employment statuses, their advice on checking and reporting of practicum

requirements, and to their participation in evaluation meetings. Finally, the results of the present study

underscore the need to improve the capacity of visiting nurses to communicate information and give

guidance.

Key words : visiting nurses, nursing students, clinical practicum guidance
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